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第 21 回町政報告会資料 

 

 

Ⅰ 会期 

 

9 月定例会日程（9/1～23）会期 23 日間 

 

 

 

【内訳】 

 

実働 

 

本会議 7 日 

委員会 4 日 

休会 議案調査 2 日 

議事の都合 2 日 

休日 8 日 
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Ⅱ 一般質問 
 

 ① 大橋よしひさ一般質問 

（9 月 8 日） 

 

1 杉戸宿 401 年に向けての取り組みは 

Ｑ 杉戸宿は来年 401 年になる。来年を見据えてどのよ

うな計画を立てているのか。 

Ａ 1 宿 ・ 2 グルメ ・ 3 めぐりをテーマに取り

組みたい。 

Ｑ まち歩きをしている人数は。 

Ａ 杉戸宿めぐりは、平成 26 年が 398 人、平成 27 年は

640人の実績。1000人を超える人が来町しているのでは。 

Ｑ 北本市はトマトカレーが地域団体商標に登録されブ

ランド化に成功した。杉戸町ではどのようにグルメをブ

ランド化していくのか。 

Ａ 商工会と提携して調査などをしていきたい。 

Ｑ 宿場まつりが終わった後の 401 年に向けてどう取

り組んでいくのか。 

Ａ 今後より訴求力を持った取り組みについてもプロジェ
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クト会議や作業部会の意見を聞きながら研究していき

たい。 

 

2 オーストラリア・バッセルトンとの交流は  

Ｑ 会員数の減少に対して講じる手は。 

Ａ 法人会員が減少しているので、その増加に取り組みた

い。 

Ｑ 今までどのような手を打ってきたのか。 

Ａ 加入の促進はしてきたが、法人の利益になることが難

しいので拡大になかなかつながらない。 

Ｑ 法人だってメリットがないと加入しない。店舗を相

互に出店するとか、住民交流だけでなく、企業間交流

を試してはどうか。 

Ａ 旅費などを考えると、店舗を出すというのは難しいの

ではないか。 

Ｑ もっと頭を柔らかくして、杉戸の推奨品のおかしを

売ったり、バッセルトンで売っているものを町内で売

ったりすることをしてはどうか。 

Ａ 推奨品などを利用して活性化をするのはいいかと考
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えるので、商工会などの協力を得ながら実施していき

たいと考える。 

Ｑ 住民交流についてだが、10 回で 143 人がバッセル

トンに行ったとある。複数回行っている人もいると思

うが、その状況は。 

Ａ 受け入れの状況もあるので複数回行っている人もい

る。比較的回数的には多く行っている。 

Ｑ 行ける人は何回でも行けるけど行けない人は行けな

い状況である。ハードルを下げて行ける人を増やす方

策を立てるべきではないか。 

Ａ 相手方と協議しながら検討していきたい。 

Ｑ 行った人だけが得をするのではなく、行ってきた人

が何かを町に還元する必要があると思うが。その成果

は。 

Ａ どう成果としてあらわれているかという部分は、担当

課としてもなかなか把握できていない。 
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3 防犯情報の共有化を 

Ｑ 学校などの不審者情報を地域の人にも共有化でき

ないか。 

Ａ 学校との接点のない人に情報を発信することは難し

いと考える。 

Ｑ 開放してもいい情報と、開放してはいけない情報が

ある。地域も情報がないと心構えができないし、子ど

もを守ることができないのでは。 

Ａ 子どもの情報の中には不確かなものがあり、余計混乱

してしまう可能性があるので難しい。 

Ｑ 回覧板などで回る学校便りに不審者情報をつけれ

ばいいのではないのか。いい意味での事後報告になり、

注意を喚起できるのでは。 

Ａ 検討したい。 
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4 道路に愛称を  

Ｑ 町道○号線などと言ってもどの道路を指している

のか分かりにくい。道路に愛称をつけることで、親し

みやすい道路になるのでは。 

Ａ 公称、愛称、通称の 3 つの路線名が同時に存在するこ

とも考えられることから、町民が混乱することも想定さ

れる。全国的な先進事例を今後調査研究したい。 

Ｑ ロード・サポート制度やアダプト・プログラムを使

い、道路の維持管理に繋げていくという考えは。 

Ａ みんなでつくるまちづくり支援制度を利用している団

体もある。また、先進事例を今後調査研究したい。 

Ｑ ロード・サポート制度やアダプト・プログラムを使

い、道路の維持管理に繋げていくという考えは。 

Ａ みんなでつくるまちづくり支援制度を利用している団

体もある。また、先進事例を今後調査研究したい。 

Ｑ どのように道路に愛着を持ってもらうようにして

いるのか。 

Ａ 適切な管理を行うことで環境を整えて愛着をもって

いただければと思う。 
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② 議員一般質問 

 9 月議会では、11 人の議員が一般質問を行いました。 

議員名 質問内容 

伊藤美佐子 ヘルプカードの導入を 

ごみ回収の対応策は 

もったいない「食品ロス」対策は 

須 田 恒 男 行政区制度の見直しは 

東武動物公園東口通り線の整備は 

農業振興の取り組みは 

平 川 忠 良 障碍者差別解消法の町の対応は 

杉戸宿開宿400年事業の今後は 

エコ・スポいずみの利用実態は 

宮 田 利 雄 今後の杉戸町は 

屏風・深輪産業団地近在地の農地について 

防犯カメラの設置状況は 

森 山 哲 夫 第2期古谷町政の評価と次期町長選への出馬につ

いて 

「心学の道」の維持管理及び町道Ⅰ級5号線の安全

対策について 
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仁 部 前 崇 公共施設予約システムの運用・利用状況は 

冠水対策の現状は 

根用水路（大字木野川地区）改修工事の進捗状況

は 

石 川 敏 子 待機児童を出さない施策を 

小中学校、幼稚園の普通教室へのエアコン設置の

具体化を 

通学路や生活道路の危険個所の解消を 

大 橋 芳 久 杉戸宿401年に向けて 

バッセルトンとの交流について 

防犯情報の共有化について 

道路に愛称を 

窪 田 裕 之 適切な道路・歩道の維持管理を 

南側水路の整備状況は 

阿 部 啓 子 絶滅危惧種のトンボの保全を 

負担増と介護はずしの方向は中止に 

図書館運営の見直しは 

都 築 能 男 (仮称)杉戸みちのこ保育園に関する整備について 

水路に関する整備について 
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 Ⅲ 議案 

 

 9 月議会では、議案など 18 件を審議しました。 

 

番号 議案名 結果 

44 杉戸町公平委員会委員の選任について 同意 

45 杉戸町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 

46 杉戸町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 

47 杉戸町教育委員会教育長の任命について 同意 

48 工事請負契約の締結について（杉戸町環境センター２号給じん

機更新工事） 

可決 

49 平成２７年度杉戸町一般会計歳入歳出決算の認定について 可決 

50 平成２７年度杉戸町水道事業会計決算の認定について 可決 

51 平成２７年度杉戸町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について 

可決 

52 平成２７年度杉戸町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

可決 

53 平成２７年度杉戸町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について 

可決 
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54 平成２７年度杉戸町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

可決 

55 平成２８年度杉戸町一般会計補正予算（第２号） 可決 

56 平成２８年度杉戸町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 

57 平成２８年度杉戸町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 

58 平成２８年度杉戸町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 

59  平成２８年度杉戸町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決  

３ 号  返済不要の「給付型奨学金」の創設等を求める意見書  可決  

４ 号  無年金者対策の推進を求める意見書  可決  
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Ⅳ 全員協議会より 

 [9月1日（水）]  

(１）子ども・子育て支援新制度に対応した組織等について 

(２) 杉戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

 

[１0月19日（水）] 

(１) 中央第二、東、南の各幼稚園跡について 

 

 

 

 


